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算数的活動を生か した商分数の指導

片山 昭夫

岡山大学教育学部附属小学校

研究の要約

分数には,わり井の答えを表すIqJJJ数 としての恵妹 (分数の耶二孜)があるO例

えば,2÷3-2/3, この2/3が潤分散である｡被除数を分子に,除数を分母

に隈けはmIIiにわり井の答えを分数で鼓す ことができる｡ しか し.字JJ分析調査の
結果をみると,3÷7の両を3/7と答えた子 どもは34%と達成率は非'.;Tu.'に低い

結果であった. これは, 繭分数の意味が分かる指噂がこれまで十分になされていな

い結果で もある｡

そこで.本研究では,両分数の意味を子どもがとらえるにはどのようfi昇数的活

動が有効かを 5咋 ｢分数 と小数 ･牡敷｣の授業実践を過 して探 ることにした.

1 研究のねらい

子 どもは. これまでに捲敷 ÷追敷の繭

は,3÷2-1･･･1とか1.5のように痘数

あるいは./ト政を依 って鼓 してさている｡

子どt)は,分数を分割JJJ数 として, と

らえ られても,数丘としてとらえること

は難 しい｡そのため, これまでの相中に

おいても,具tL:的に lQと2Dを3等分

する場合を収 り上げ.1Dと2Dの破風

図や線分図を手掛か りに して具休的に3

等分 した数量を分数で表せることをとら

えさせることがなされてきたはずである

にもかかわらず,而分数 としての分数の

理解が十分でないことは,具休的な活動

が大切といいIiか ら有効なFru-gJ)にはなっ

ていなか ったとことになる.

そこで.木Uf兜では,/ト軌で表せない

わり切れないわり井の佃を,子 どt)一人

一人の具休的な活動を通 して,分数なら

表せることをとらえさせ,わ り切れない

わ り井を可能にする分数のよさに気づか

せなが ら両分政の茸味 (分数の節二丑)

をnJJらかにしていきたいO
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2 研究の内容と方法

子どもが柄分数の意味をとらえ.分数

のよさに気づ く支枚の在 り方を授業実践

子 どもは,分数を並数やJト散 と過 った

ものとしてとらえかちである｡それは,

次の3点が主な理山と考え られるO

並数,小数のように十進位取 り記数法

としてまとめ られないo

･ 日常,敷瓦の処理は,並数,小数で行われ

ている｡

･ 日常の使 い方 としては.分割分散,刺

合分散 として用いることが多い｡

これらのことも考IS.して以下のように

所分散の授業における支援の工夫をする

○ 問題の工夫
日常にあるl'JJ地か らその処理が分数に

なる場面に山会えるようなruJ鳩を工夫す

る○

○ 井数的活動の工夫
除数を分.臥 被除数を分子に して両を

鼓す意味がい くつかの場合か ら帰納的に



3 授業の実際

tl)木時の位馴 寸けと意為

那 1時 柄 としてのJJl敷 (本岬)

第 2時 分数を小数 に

節3時 小数を分数 に

節4時 小数や分数 を使 って

木時は,5iFJLの 2苧糊に約分,油分

か ら罪分 母分数の加減を学習 し,分数の

加減の計許範凶をILげた後 に ｢柵 として

の分数｣を考 え ることがで きるよ うに位

WL付けている｡分散がわ り井 の答 え とし

てJT]い られ ることの理解 は,分数 の理解

を さらに深めるだけでな く.既習の盤数

,小敵.分散を 1つの軌のIiかまとして

統合的 に捉えることにつIilが るものと考

える｡

(2)木崎の 白蟻

2÷3などの引升の仕方を液血図を使

って考 え る中で,除数を分 母に被除数 を

分子 にすれば商を分散で表せ ることに気

づ くことがで きる｡

(3)本帖のDWTI

江コ=一下のよ うな条件不足のr,lRBを提示 し

3等分 す る披見 をいろいろ変 えて考 え

る活動 にす る｡

大 きな ビンに入 っているジュースを 3

人で同 じよ うに分 けよ うと恩 います｡

一人分は何 Pにな るで しょう｡

｢ビンに入 っているジュースの丑 が分か

らない｡｣ と言 い始 めたところで, まず,

6Pの場合を耽 り上 げると.子 ど もは 6÷
3と立式 し, ｢6Aを 3等分す るか ら6÷

3になること｣や｢答えが 2PにIitること｣

を税n)Jして きた｡次 に, 1Aの場合 を収 り

上げ ると, ｢式 は,1十 3になるが答えは

割 り切れない｡｣ と応 えて きたので. ｢他
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に も割 りり)れIiい場合があるか｡｣ と問 い
かけると ｢2Pや 4Q,5RIiどの時 もわ

り切れIiいo ｣ と答 えて きので.下 の図の

よ う/i披見図 を使 って 19を 3等分 する場

合 につ いて考 えさせていった｡

す ると子 ど もは, ｢答 えは,1/3DにIi

ると思 います｡1Aを同 じよ うに3つに分

けたのだか らその 1つ分 は このよ うに1/3

Dにな ります｡｣ と図の1/3Rの部分 を指

しなが ら説明 してい った｡

〔提示 した披見図 〕

I了⊥J⊥3 lA

小数 では表 しgJれない 1÷3の答 えが披

見図 を使 って考 えれば分数で表せ ることが

分か ったところで, ｢2÷3.4÷3,5

÷3などの答 え も分数 でラドめ られないか｣
と問 いかけ,本時のめあてを ｢2÷3Iiど

の答 えを液丘図を使 って求めよ う｣ と決め

/こ｡

G7=-1÷3-1/3にIiることを柾かめた

の図のよ うな波風図を2Pの場合 だけ

fJ:く,4A.5Aの場合 に i)使 って苔

を求める活動 にす る｡

子 どもは, まず,2Aの

場合 か ら考 え始め,2Aを

3等分 した 1つ分 に色づけ

を し.1/3が 2つあ ること

か ら2÷3-2/3と求めて

い った ｡

2÷3-2/3が分 か った子 どい ま.次 に

4÷3の場合 も液丘図を使 って 4Aを 3等

分 L, その 1つ分がl/3の 4つ分であるこ

とか ら4÷3-4/3とjLEめてい った｡続 い

て.5÷3の場合 も同様 に して5÷3-5/3と



求めていっ/こ｡

このよ うに.2D,40.5Bの場合 と

いくつかの場合を 3等分 してい く7,TJ'勤をin

して,1÷3-1/3.2÷3-2/3.4÷3

-4/3.5÷3-5/3を5求めた子 どt)は.

｢わる敗を分母に.わ られる軌を分子にす

れば答えがて るぞ｡｣ とつぶやき始 め,わる

散が3以外の場合で もで きそうIitことに日

を向けていった｡

仁J一 除数を分 母に.被除数i･分子 に

すれば.わ りきれIiい並数 ど うしの

わ り井の答えがラドめ られそうなこと

に日を向けて き/こところで.3十7が

3/7にIiるか どうかを紙皿図を放 っ
て椛かめる枯軌 を収 り入れ る｡

子 ど もは,友田

のよ う/i:破瓜図を

倣 って 3Aを 7等

JJlL.1/7が 3つ

あることか ら,椛

かに 3十7-3/7

にIiることを椛か

めていった｡

3÷7も3/7とわ る軌が分母.わ らゎる

散が分子になることが分 か った子 どもは.

教師の方か らの ｢○÷△の答えはい くらに

/iるかなb｣の問いかけに. ｢わ る軌が分
I

母で,わ られる散が分子にIiるんだか ら〇

十△-0/△になるよ｡｣ とか, ｢わ り井

の答えが分散を使えは即11に表せ る｡｣ /∫
t'と発言するようになり.弼分数の意味 を

とらえ,わ り井の答えを分数で表すよさに

気づいていった｡

続 いて.12÷13.9÷35の計井では. ｢佃

Blに分数で表せ る｡｣などと言 いIlか ら12

+13-12/13,9÷35-9/35と分散 を使

って答えを求めていった｡
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4 研究の成果 と今後の課詔

lAを 3等分す るするとl/3Dに/iるこ

とは.枚Bt図を仙 うことで,17-どもは.解

易にとらえることがで き/こ｡1月を3等分

して1/3Aを とらえた浪皿図を続 けて仕 っ
て.2十3,4÷3,5÷3の柄を5kLめる

活動 は.1/3のかい くつあるかに者 ElLや

す く.柄を分数で表す意味 をとらえるのに

有効 であ ったと考 えている｡

ま/こ.分 けられ る丘を 2A,4A, 5A

と多 くの場合 につ いて 3等分 する析軌 にす

ることで.除数 を分母 に.被除数をJJ117-に

すれば.両が分数で5位め られそ うなことに

丸づ きゃすか った と考 えている｡

さらに,3÷7を取 り上 げ,兄いIiL/こ

考 えを分 母が興 Iiる場合 にも仕えるかどう

かを椛かめるfZ;･軌をす ることによ り.考え

の一般化が図れたと考 えている｡

今後 も,子 どもが自 らの枯軌のLllで.那

しい敷皿,図)Bの音妹 とらえ1こり.手際の

よい考 え方 を兄いだ Lた りLていけるよう

に井軌的 な活動を工夫 してい く必婆がある

と考 えている｡
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